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はじめに 

 

平成 23 年７月 19 日、川崎市長から環境審議会に「今後の水環境保全のあり方につ

いて」諮問がなされ、専門的な審議を行う必要があることから、具体的な審議につい

て、公害対策部会に付議した。 

川崎市では、これまで、水環境保全対策として法・条例による規制を行うとともに、

「川崎市河川水質管理計画」を平成５年３月に、「川崎市地下水保全計画」を平成 14

年７月にそれぞれ策定し、水質の改善を主体とした施策を展開してきており、河川水

質の改善等、一定の成果が得られている。 

しかしながら、水環境は、主に水量、水質、水生生物、水辺地の４つの要素で構成

されており、これらは相互に密接に関連している。このため、更なる水環境の改善を

図るには、４つの構成要素を総合的に捉えた計画的な施策の推進が必要と考えられる。

また、近年の宅地化等土地利用の変化に伴い、健全な水循環が損なわれることにより、

良好な水環境が減少する等の問題も生じている。 

公害対策部会では、３回にわたり議論を行い、川崎市がこれらの課題を克服し、今

後、良好な水環境を保全するため、取り組むべき施策について様々な視点から審議を

行った。 

このような審議を経て、このたび、今後の水環境保全のあり方について、環境審議

会として一応の結論を得たので、ここに答申する。 
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